
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

基盤研究(B)

2014～2012

情動制御の脳内機構とその障害の修復機序に関する研究

A study on brain mechanisms of emotional control and restoring mechanisms to their 
disturbance

４０２３０６０１研究者番号：

山脇　成人（Shigeto, Yamawaki）

広島大学・医歯薬保健学研究院・教授

研究期間：

２４３９０２８４

平成 年 月 日現在２７   ６   ５

円    14,000,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は情動の制御機構とその障害の修復機序を脳機能レベルから解明することを目的と
した。健常者、疼痛性障害患者に対して様々な情動認知賦活課題と機能的磁気共鳴画像法を用い、またうつ病患者に対
しては認知行動療法前後における脳活動の比較検討を行った。それらの結果からうつ病や疼痛性障害の病態やうつ病に
対する認知行動療法による修復機序について、内側前頭部、腹側前帯状回、島など情動制御に関わる特定の脳領域との
関連が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We examined the brain mechanisms of emotional control and restoring mechanisms to 
their disturbance in healthy controls, depression, and pain disorder. We conducted various 
cognitive-emotional tasks and functional magnetic resonance imaging in healthy controls or pain disorder, 
and examined the comparison of brain activities between pre and post cognitive behavior therapy (CBT) in 
patients with depression. These studies have shown that the pathology of depression and pain disorder or 
the restoring brain mechanism of depression modulated by CBT might be associated with the specific brain 
regions such as medial prefrontal cortex, anterior cingulate cortex, and insula.

研究分野： 精神医学

キーワード： 精神生理学
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１．研究開始当初の背景 
ヒトは様々な行動学習（知）を繰り返し、

それらの学習知識を基に、将来の報酬を予測
しながら、その時点での意思決定（意）を行
っている。予測した報酬が得られると喜びや
楽しみが、得られないと怒りや悲しみなどの
情動が惹起される。ヒトはこの知・情・意の
試行錯誤を繰り返し、挫折感や充実感を体験
しながら情動の制御機能を確立する。情動は
ストレスに対する短時間の生理反応で、大脳
辺縁系が主役を担うとされるが、情動の制御
機構やその障害の修復機序については未だ
不明な部分が多い。 
また情動は疼痛の制御に密接に結びつい

ていることが、心理社会学的、生化学的観点
から明らかになっている。しかし情動が疼痛
の脳内機構にいかにして影響を与えるかは
ほとんど調べられていない。 
以上より健常人における情動の制御機構、

ならびにうつ病、疼痛性障害におけるその障
害や修復機序については未だ不明な部分が
多くみられている。 

 
２．研究の目的 
本研究では、情動の制御機構とその障害の

修復機序を脳機能レベルから解明すること
を目的とする。 
① 認知行動療法（CBT）によるうつ病の情
動制御に関する脳機能画像解析 
健常人において情動制御に関連する神経回
路を明らかにするとともに、うつ病患者にお
けるその障害および認知行動療法(以下CBT)
等の治療によるその修復機序の脳内メカニ
ズムを明らかにする。 
② 情動による痛みの制御機序に関する脳
機能画像解析 
健常人において痛みの認知的プロセスを情
動が制御する神経回路を明らかにするとと
もに、疼痛性障害患者におけるその障害およ
び CBT 等の治療によるその修復機序の脳内
メカニズムを明らかにする。 

 
３．研究の方法 
 健常人、大うつ病、疼痛性障害患者を対象
として情動ストレス課題、認知的再評価課題、
自己関連付け課題などを用いて fMRI による
脳機能解析を行い、情動反応およびその制御
機構の解明および認知行動療法による治癒
過程における修復機構の解析を行う。 
 
４．研究成果 
 健 常人を 対 象に自 己 関連付 け 課 題
（Self-Referential Task）遂行時と安静時
の脳血流の変化を測定し、情動制御に関わる
前頭側頭部位の脳機能を検討した。解析の結
果、幼若期ストレスが高いほど、うつ傾向が
高く、内側前頭部における Self-Referential 
Task 及び安静時の脳活動が低下することが
明らかとなった。これらの結果は、うつと情
動制御に関わる神経、心理的機序についての

示唆及び、CBT を用いた検討への基礎を与え
るものである。 
また、うつ病患者に対して CBT の治療前後

で Self-Referential Task 中の脳活動の測定
し、健常者も含め比較検討を行った。ポジテ
ィブ刺激呈示時に活動低下がみられていた
内側前頭部、腹側前帯状回で、CBT 治療後で
は活動増加がみられ、ネガティブ刺激呈示時
では CBT 治療後で活動低下が認められた。特
に腹側前帯状回の活動では抑うつ症状の改
善と負の相関が認められた。これらの結果は、
うつ病に対するCBTの治療効果が内側前頭部、
腹側前帯状回といった情動制御に関わる特
定の脳領域との関連が示唆され、うつ病の治
療機序の理解につながるものである。本研究
の目的である治癒過程における修復機構の
解明に関して一定の成果を上げることがで
きた。 
 さらに健常者に対して疼痛刺激を用いた
情動ストレス課題を MRI、MEG（脳磁図）で行
い、疼痛刺激時における脳活動のうち、前帯
状回、扁桃体、一次体性感覚野の脳領域で悲
しみを感じているときにより強い活動がみ
られていた。健常者で行った実験課題を疼痛
性障害に対して MRI で行い、疼痛刺激時にお
ける脳活動のうち、島皮質の脳領域で悲しみ
を感じているときに健常者と比較してより
強い活動がみられていた。これらの結果は、
疼痛と情動に関わる神経、心理的機序につい
ての示唆及び、疼痛性障害の病態理解に対し
て一定の成果を上げることができた。 
 これらの成果については査読付きの国際
誌に投稿しすでに数多く出版されている。今
後の展望として、さらなるうつ病や疼痛性障
害への病態理解やCBTを用いた治癒過程にお
ける修復機構の解析を行い、新たなコントロ
ール法・予防法の開発につながる知見が期待
される。 
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